
第 1 号議案 
 

令和３年度事業報告(案) 
Ⅰ．公益目的事業 

海の恩恵をはじめとする海事思想の普及宣伝に努め海事知識の啓発を図ることを 

  目的に、当協会の公益目的事業と（公財）日本海事広報協会及び（一財）日本モータ

ーボート競走会からの受託事業を連携させ、海事知識の普及事業等の公益目的事業を

実施しました。 

本年度は、昨年に引き続き新型コロナウィルスの感染拡大防止を考慮し、計画して

いました事業の一部は中止となりましたが、内容を変更し代替事業を実施しました。 

 

１． 体験活動等（事業区分４） 

 （１）青少年の海事意識啓発 

     小学生を対象に海洋博物館等の海事施設見学や、船舶を利用した海洋・沿岸環境の乗船

ウォッチング等の体験学習会を実施し、青少年の海事知識啓発に努めました。  

   

 船との出会い事業 （公財）日本海事広報協会からの受託事業 

① 校外学習 

兵庫県下の小学校３～５年生を対象とした体験学習会（校外学習）を実施しました。

兵庫県では一学期のほぼ全日にわたり、緊急事態措置実施期間やまん延防止等重点

措置期間が伴い、日程の変更や見直しがありましたが、体験学習会を通じて海への理

解と関心を深めてもらいました。神戸海洋博物館の見学及び港内乗船ウォッチング

を実施し、青少年に対する海事意識の啓発を図りました。 

参加校４校   児童３３８名  教師２２名 

② 海事施設見学 

    毎年夏休み時期に実施していた海事施設見学会は、新型コロナ禍により中止を余儀

なくされましたが、初の試みとして出前授業で船と船員の仕事を学んだ子供たちが、

さらに実際に船に乗って複合的に学習してもらう企画を神戸運輸監理部との共催に

より実施しました。出前授業は夏休みの８月、乗船体験は１１月に実施し、明石海峡

クルーズ及び大阪海上交通センター（マーチス）見学を通じて、海に携わる人々の仕

事について知識を深めてもらいました。 

参加者数 神戸市立神出児童館 児童２０名、保護者１７名 

③ 出前授業・オンライン出前授業 

   神戸海事地域人材確保協議会や神戸運輸監理部と協力し、海上輸送や港湾の魅力を

伝え、子供達の職業選択肢の中に船員や海事産業を加えることにより、海運の重要

性を伝えることが出来ました。「海の日の下敷き」や「ぼくとわたしのシップガイ

ド」等広報資料を配布しました。 

         出前授業 309 名  オンライン出前授業 75 名 



２．キャンペーン、海の月間（事業区分８） 

（１）「海の日」・「海の月間」関連行事広報 

   （公財）日本海事広報協会からの受託事業として、「海の日」・「海の月間」関連行事 

広報を推進しました。 

       

       ７月１日～３１日「海の月間」横断幕を神戸ポートタワー西側連絡橋に掲出 

        ７月２２日  日本海事新聞「海の日記念特集号」に広告掲載 

       ７月２２日  「海の日」において、「海の日記念式典」及び「海の日を祝う会」  

              に代わり、YouTube にて「受賞者の紹介と祝意を表す映像」並び 

           に「海の日チャンネル Kobe」を配信 

    また、「連接バスに乗って神戸の街を、神戸港遊覧船で海を散策」と題し、 

    神戸運輸監理部と共催しアンケートを実施、抽選で乗船券を配布しました。 

 

（２）国土交通省海事功労者等表彰式典 

              中 止 

「受賞者の紹介と祝意を表す映像」を YouTube にて配信  

 

（３）海浜・港湾の清掃 

   （公財）日本海事広報協会の行う「全国ビーチウオーク＆クリーアップ大作戦」を実

施し、海洋環境保護の啓発に努めました。 

 

   ・全国ビーチウオーク＆クリーアップ大作戦 

  

       ７月１日   「念法寺」 洲本大浜海岸、炬口海岸、海岸道路   

              参加者約１００名     ゴミ収集量 約１ｔ 

              念法寺関係者及び地元住民 

      

７月３日   「香美町香住観光協会」 香住海岸一帯 

参加者約２００名     ゴミ収集量 約１ｔ 

              各地区観光協会及び地元住民 

 

７月１８日  「竹野浜海岸を美しくする会」竹野浜海岸、切浜海岸等 

参加者約３５０名     ゴミ収集量 約１ｔ 

              竹野町社会福祉協議会等 20 団体 

 

 



３．展示会、○○ショー（事業区分９）     

  海の絵画コンクールの入賞者４０名の作品を７月１７日～８月３１日間、中突堤旅客タ

ーミナル 2 階にて展示会を開催しました。（来場者数 約２，０００名） 

  あわせて、今年は「海の日」ポスターコンクール入選作品のレプリカを展示しました。 

 

４．表彰、コンクール（事業区分１４） 

  （１）海の絵画コンクール 

 幼稚園、小学生、中学生を対象にした「海の絵画コンクール」を、神戸運輸監理

部・兵庫県教育委員会・神戸市教育委員会の後援を得て実施し、青少年の海に対する

関心を高めました。 

神戸市小学校教育研究会図工部長による審査の結果、４部門（幼稚園、小学校低学

年、 高学年、中学校）にそれぞれ金賞１、銀賞３、銅賞６及び佳作１２４点が選ば

れました。 

   

     （中学の部） 

          応募校     ２８校          応募作品      ２００点                 

     （小学校の部） 

          応募校       ９７校     応募作品      ２３３点 

（幼稚園の部） 

     応募校     ３３園       応募作品      ３６２点                 

               計 １５８校（園） 7９５点                  

 

 入賞者表彰式      中止のため、海の日チャンネル・KOBE（You Tube）にて 

入賞作品を配信 

     展示会   ７月１７日（土）～８月３１日（火）中突堤旅客ターミナル ２階 

 

（２）小学生海の作文コンクール 

     

小学生を対象にした「海の作文コンクール」（（一財）日本モーターボート競走会

からの受託事業）を神戸運輸監理部・兵庫県教育委員会・神戸市教育委員会の後援を

得て実施し、１８５点の応募がありました。 

応募作品は、神戸市教育委員会指導主事の審査により入賞作品１０点と佳作６点    

が選ばれました。表彰式はコロナ禍により中止となりました。 

 

 

 



５．上記の事業区分に該当しない事業（事業区分１８） 

  （１）海事知識の普及事業 

各種イベント会場等を利用して、小中学生を中心とした児童向けの海事知識普及の

ための資料や海の日グッズ等の配付を行いました。 

  （２）資料の整備作成及び配付 

（公財）日本海事広報協会作成の広報資料の配付を行うとともに協会会報誌の発行

を行い、海事思想の普及を図りました。 

 

 Ⅱ．その他事業（相互扶助等の事業） 

 １． 「海の日」を祝う会 

    祝う会はコロナ禍において中止となりましたが、当協会の「海の日チャンネル・

KOBE」において、会長の挨拶や、海や港で働くエッセンシャルワーカーへ感謝の

メッセージを配信しました。 

      

Ⅲ．庶務事項 

   ◎第１回理事会（決算・書面理事会） 

          令和３年４月２３日     （理事会の決議があったとみなされた日） 

   ◎第５８回定時総会 

          令和３年５月２５日    １０：３０  早駒運輸㈱会議室 

  ◎第２回理事会 

     令和３年６月４日    （理事会の決議があったとみなされた日） 

   ◎第１回企画委員会  

           中 止     （書面にて令和３年度事業中間報告） 

   ◎第３回理事会（予算・書面理事会） 

令和４年３月１５日     （理事会の決議があったとみなされた日） 

 

 ◎その他 

       ４月 ８日  監事による内部監査 

    ４月２１日 姫路海の日協議会役員会議（書面決議） 

       ５月３１日 「令和３年度みなとこうべ海上花火大会」第１回実行委員会  

   ６月２９日 神戸市客船誘致連絡会議（書面決議） 

９月１７日  みなと HANABI～神戸を彩る５日間～第２回実行委員会（書面決議） 

   １０月 ６日 第 19 回神戸海事地域人材確保連携協議会 

１０月２８日 全国海事広報協会事務局長オンライン会議（欠席） 

１２月１５日  みなと HANABI～神戸を彩る５日間～第３回実行委員会（書面決議） 

１月２７日  みなと HANABI～神戸を彩る５日間～第４回実行委員会（書面決議） 


